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筑波大学大学院学則で規定された要件を充足したうえで、生命医科学に加えて、理・工・

情報学のいずれかの分野を融合した独創的で優れたテーマ設定のもと、博士の学位に相応

しい、質の高い成果が得られ、また相応しい体裁にまとめられている博士論文であること、な

らびに最終試験において以下の基準を満たすと認定された者に博士（医学）を授与します。

・医学医療分野の社会的ニーズを理解して、生命医科学に加えて、理・工・情報学のいず

れかを駆使することで解決が可能になる課題を学位論文の研究課題として設定している。ま

た、学位論文の成果に基づき今後解決が求められる研究課題を自立して設定できる。

・未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志及び真摯な態度を持ち、設定した課

題を解決するために、自らの力で研究した成果が学位論文としてまとめられている。

・国際社会で自在に交渉することができる英語力とコミュニケーション能力をもつ。

・研究成果の学術的、社会的意義を説明でき、その事業化を構想する能力をもつ。

ディプロマ・ポリシー
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未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、生命医科学に加え、理・工・情報学を横断したバイディシプリンの専門

知識、ヒューマニクス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、パラダイムシフトとなりうる課題を自立して設定する能

力、誠実かつ真摯な態度でその課題を解決する能力を涵養するための教育課程を編成します。
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・ 1年次のイニシエーションセミナーとヒューマニクスフォーラムにより、大学院での学習計画の確認を行いま

す。

・ 2年次末までにQualifying Examination （QE）を行います。バイディシプリンの専門知識の確認、及びヒュー

マニクス分野の研究を推進できる能力等の審査を行います。

・ 5年次に最終試験（口頭試験）を行い、ヒューマニクス領域における専門力、研究力、ならびに課題を発見

する能力等の確認を行います。

【学位授与の体制】

Qualifying Examinationは次のとおり行います。

・ 所定の35単位以上を修得している者を対象に、原則2年次終了時までに行います。

・ 生命医科学と理・工・情報学のいずれかの分野において、バイディシプリンの専門知識を有し、ヒューマニ

クス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、ヒューマニクス課題に対するリサーチプランを提案で

きる能力を評価します。

博士（医学）の学位審査は次のとおり行います。

・ 課程修了に必要な授業科目を履修して45単位以上を修得（修得見込）し、QE及び予備審査に合格、なら

びに学生の自己成長を促進するポートフォリオ型達成度評価法における規定以上の達成度に到達した者を

対象に行います。

・ 学位論文審査と最終試験（口頭試験）を行い、これらの審査に合格した者には、博士（医学）の学位を授

与します。

・ 生命医科学と、理学、工学、あるいは情報学の複数分野と企業からの審査委員で構成される学位審査専

門委員会によって審査します。ヒューマニクス領域において、バイディシプリンの専門知識を有機的に結び付

け、新たな問題の解決に取り組むことができる能力、パラダイムシフトになりうる課題を自立して発見する能力、

誠実かつ真摯な態度で課題を解決し、その成果を社会に発信して社会貢献に応用できる能力等を審査しま

す。
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未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、理学と生命医科学を横断したバイディシプリンの専門知識、ヒューマニ

クス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、パラダイムシフトとなりうる課題を自立して設定する能力、誠実かつ真

摯な態度でその課題を解決する能力を涵養するための教育課程を編成します。

・ 1年次のイニシエーションセミナーとヒューマニクスフォーラムにより、大学院での学習計画の確認を行いま

す。

・ 2年次末までにQualifying Examination （QE）を行います。バイディシプリンの専門知識の確認、及びヒュ

ーマニクス分野の研究を推進できる能力等の審査を行います。
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・ 5年次に最終試験（口頭試験）を行い、ヒューマニクス領域における専門力、研究力、ならびに課題を発見

する能力等の確認を行います。

【学位授与の体制など】

Qualifying Examinationは次のとおり行います。

・ 所定の35単位以上を修得している者を対象に、原則2年次終了時までに行います。

・ 理学と生命医科学の分野において、バイディシプリンの専門知識を有し、ヒューマニクス研究の基本技術と

この分野の世界の状況を理解し、ヒューマニクス課題に対するリサーチプランを提案できる能力を評価します。

博士（理学）の学位審査は次のとおり行います。

・ 課程修了に必要な授業科目を履修して45単位以上を修得（修得見込）し、QE及び予備審査に合格、な

らびに学生の自己成長を促進するポートフォリオ型達成度評価法における規定以上の達成度に到達した者

を対象に行います。

・ 学位論文による審査と最終試験（口頭試験）を行い、これらの審査に合格した者には、博士（理学）の学位

を授与します。

・ 生命医科学と、理学、工学、あるいは情報学の複数分野と企業からの審査委員で構成される学位審査専

門委員会によって審査します。ヒューマニクス領域において、バイディシプリンの専門知識を有機的に結び付

け、新たな問題の解決に取り組むことができる能力、パラダイムシフトになりうる課題を自立して発見する能力、

誠実かつ真摯な態度で課題を解決し、その成果を社会に発信して社会貢献に応用できる能力等を審査しま

す。
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未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、工学・情報学と生命医科学を融合したバイディシプリンの専門知識、ヒ

ューマニクス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、パラダイムシフトとなりうる課題を自立して設定する能力、誠実

かつ真摯な態度でその課題を解決する能力を涵養するための教育課程を編成します。

・ 1年次のイニシエーションセミナーとヒューマニクスフォーラムにより、大学院での学習計画の確認を行いま

す。

・ 2年次末までにQualifying Examination （QE）を行います。バイディシプリンの専門知識の確認、及びヒュ

ーマニクス分野の研究を推進できる能力等の審査を行います。
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